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学
び
の
系
譜
1　

大
学
の
源
流

　

本
学
の
前
身
で
あ
る
英
吉
利
法
律
学
校
が
、
東
京
府
知
事
の
設

置
認
可
を
受
け
た
の
は
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
七
月
十
一
日

の
こ
と
で
あ
る
。

　

設
置
認
可
の
願
書
に
は
、
同
校
の
設
置
目
的
が
「
邦
語
ニ
テ
英

吉
利
法
律
学
ヲ
教
授
シ
、
其
実
地
応
用
ヲ
習
練
セ
シ
ム
ル
ニ
ア

リ
」
と
明
記
さ
れ
、
増
島
六
一
郎
校
長
以
下
一
六
人
の
教
員
履
歴

が
続
い
て
い
る
。
こ
の
願
書
に
は
、『
中
央
大
学
二
十
年
史
』
で

創
立
者
と
さ
れ
る
渋
谷
慥
爾
・
渡
辺
安
積
の
名
前
が
み
あ
た
ら
な

い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
創
立
者
た
ち
の
う
ち
で
、
設
立
に
最
も
熱
心
だ
っ
た

の
が
増
島
と
そ
の
同
志
高
橋
一
勝
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
年
九
月

十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
開
校
式
の
様
子
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
午

後
三
時
三
十
分
に
海
軍
楽
隊
の
演
奏
を
も
っ
て
開
幕
し
た
式
典
に

お
い
て
、
最
初
に
高
橋
が
同
校
設
立
の
趣
意
を
述
べ
、
続
い
て
増

島
が
英
語
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
設
立
趣
意
を
述
べ
て
い
る
。
両
人

と
も
英
吉
利
法
律
学
校
を
代
表
し
て
挨
拶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
両
人
に
と
っ
て
こ
の
日
の
式
典
は
、「
一
世
一
代

の
晴
れ
舞
台
」
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
高
橋
は
翌
年
に

流
行
し
た
コ
レ
ラ
病
に
感
染
し
て
死
亡
し
、
増
島
も
ま
た
、
八
九

年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
を
契
機
と
し
て
国
内
法
重
視
の
法
学

教
育
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
同
校
を
離
れ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
英
吉
利
法
律
学
校
の
開
校
式
は
盛
大
な
式
典
で

あ
っ
た
。
会
場
と
な
っ
た
中
村
楼
は
、
両
国
橋
近
く
の
河
岸
（
現

墨
田
区
両
国
一
丁
目
付
近
）
に
建
つ
、
当
時
と
し
て
は
超
一
流
の

料
亭
で
あ
り
（
図
版
）、
そ
こ
に
参
集
し
た
創
立
者
・
来
賓
・
生

徒
の
総
数
は
二
百
余
人
と
も
三
百
余
人
と
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

来
賓
の
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
、
玉
乃
世せ
い

履り

大
審
院
長
、
鶴
田
晧あ
き
ら参

事
院
司
法
部
長
、
渡
辺
洪ひ
ろ

基も
と

東
京
府
知
事
な
ど
の
官
僚
を
は
じ
め

と
し
て
、慶
応
義
塾
の
福
沢
諭
吉
、専
修
学
校
の
相
馬
永な
が

胤た
ね

と
い
っ

た
学
校
関
係
者
、
さ
ら
に
は
の
ち
に
政
友
会
総
裁
と
し
て
内
閣
を

組
織
す
る
犬
養
毅
や
三
井
財
閥
の
基
礎
を
築
く
中
上
川
彦
五
郎
な

ど
の
名
前
も
み
え
る
。
ま
た
、
外
国
人
と
し
て
は
司
法
省
雇や
と
いカ
ー

ク
ウ
ー
ド
、
米
国
全
権
公
使
ハ
ッ
バ
ー
ト
、
英
国
領
事
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
、
代
言
人
（
弁
護
士
の
前
身
）
ラ
ウ
ダ
ー
、
ヘ
ラ
ル
ド
紙
新

聞
記
者
ブ
ル
ー
ク
、
メ
ー
ル
紙
新
聞
記
者
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
な
ど
計

六
人
が
招
か
れ
て
お
り
、
創
立
者
た
ち
の
出
身
校
で
あ
る
東
京
大

学
の
卒
業
式
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
盛
大
さ
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
錚そ
う

々そ
う

た
る
来
賓
の
祝
辞
の
中
で
、
福
沢
諭
吉
の
演
説
は

非
常
に
含
蓄
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
ず
、
英
吉
利
法
律
学

校
創
設
の
趣
旨
に
賛
意
を
表
し
た
上
で
、
社
会
に
お
け
る
人
間
の

諸
活
動
は
す
べ
て
「
法
理
の
範
囲
内
に
在
る
も
の
な
れ
ば
、
法
律

は
人
間
生
々
必
須
の
学
と
云い

う
も
可
な
り
」
と
し
、「
判
事
と
な

り
代
言
人
と
な
る
が
た
め
に
法
律
を
学
ぶ
と
云
ふ
者
は
、
未
だ
こ

の
学
の
区
域
を
知
ら
ざ
る
人
の
考
え
た
る
に
過
ぎ
ず
」
と
断
言
し

て
い
る
。
英
吉
利
法
律
学
校
で
「
人
生
必
須
の
学
問
」
を
深
く
学

び
と
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
福
沢
の
真
意
で
あ
っ
た
。

　

福
沢
の
演
説
は
、
開
校
式
か
ら
三
日
後
の
九
月
二
十
二
日
付

『
時
事
新
報
』
に
よ
っ
て
一
般
に
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
大
志
を

い
だ
い
て
英
吉
利
法
律
学
校
に
入
学
し
た
青
年
た
ち
は
、
彼
の
演

説
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
う
け
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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英
吉
利
法
律
学
校
の
開
校
式
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